
私
た
ち
『
維
新
の
会
』
は
、
笠

岡
市
政
の
発
展
と
市
民
生
活
の
安

定
と
向
上
の
た
め
に
積
極
的
に
行

動
す
る
「
民
主
主
義
の
原
則
を
踏

ま
え
た
開
か
れ
た
団
体
」
で
あ
る

こ
と
を
本
義
と
し
、
所
属
す
る
議

員
は
、
そ
の
目
的
遂
行
に
当
た
り
、

常
に
身
辺
清
潔
を
第
一
主
義
と
し
、

次
に
掲
げ
る
項
目
の
実
現
に
努
力

致
し
ま
す
。

１
、
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の

市
民
の
政
治
を
常
に
追
求
し
ま
す
。

所
属
す
る
議
員
は
、
そ
の
意
義

を
認
識
し
て
、
市
政
が
市
民
の
た

め
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
「
市

民
本
位
の
市
政
実
現
」
を
目
指
し

て
常
に
努
力
し
ま
す
。

２
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
を

目
指
し
ま
す
。

不
正
や
不
公
平
、
秘
密
主
義
の

市
政
を
正
し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ

る
市
政
推
進
に
全
力
を
傾
注
し
、

所
属
す
る
議
員
は
、
清
潔
・
誠
実
・

公
正
を
旨
と
し
、
倫
理
観
に
基
づ

き
政
治
姿
勢
と
政
治
行
動
を
も
っ

て
市
政
に
対
す
る
信
頼
維
持
に
常

に
努
力
し
ま
す
。

３
、
市
民
生
活
の
向
上
と
効
率
的

市
政
の
推
進
に
心
が
け
ま
す
。

市
政
の
第
一
目
的
は
、
「
市
民

生
活
の
向
上
で
あ
る
」
を
旨
と
し
、

所
属
す
る
議
員
は
人
間
尊
重
、
市

民
尊
重
の
精
神
に
た
ち
、
財
政
の

効
率
的
運
用
、

市
政
の
効
率
的

推
進
を
図
る
こ

と
に
よ
っ
て
、

市
民
生
活
向
上

に
資
す
る
た
め

に
努
力
し
ま
す
。

４
、
情
熱
・
学

習
・
行
動
で
市

民
に
奉
仕
の
心

で
尽
く
し
ま
す
。

市
政
の
発
展

と
市
民
生
活
の

向
上
に
は
、
議

員
の
日
常
時
に

お
け
る
研
鑽
、

自
助
努
力
を
怠

る
こ
と
な
く
積

み
重
ね
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、

所
属
す
る
議
員

は
、
常
に
市
民
を
念
頭
に
お
い
て
怠
ら
ず
、

且
つ
、
行
動
し
実
践
し
ま
す
。

５
、
市
民
に
身
近
で
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
ま
す
。

休
日
議
会
・
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充

実
・
市
議
会
広
報
の
充
実
・
議
会
報
告
会
の

開
催
・
議
会
基
本
条
例
の
制
定
・
倫
理
規
定

の
制
定
等
を
視
野
に
入
れ
て
議
会
の
透
明
性

を
高
め
る
た
め
に
努
力
し
ま
す
。

以
上
、
「
５
本
の
柱
」
を
遵
守
し
て
、
良

識
に
基
づ
く
実
践
活
動
を
円
滑
に
推
進
し
ま

す
。
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9
月
定
例
議
会

に
お
い
て
会
派
代

表
質
問
を
山
本
健

三
議
員
が
お
こ
な

い
ま
し
た
。

以
下
、
そ
の
概

略
を
紹
介
し
ま
す
。

１
、
市
長
三
期
目
公
約
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て

市
長
は
、
一
期
目
は
「
土
づ
く
り
」
、

二
期
目
は
「
夢
づ
く
り
・
種
ま
き
」
と
位

置
づ
け
、
市
民
目
線
で
誠
実
に
舵
取
り
を

行
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
三
期
目
は
「
花
が
開
き
実
を
結
ぶ
」

期
と
し
て
鋭
意
努
力
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

以
下
の
六
項
目
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

(

一)

財
政
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

[

質
問]

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
尋
ね
ま

し
た
。

[

回
答]

明
る
い
兆
し
で
す
。
平
成
一
九

年
度
以
降
の
決
算
か
ら
は
、
国
の
基
準
を

満
た
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
健
全
化
財
政
の
維
持
と
市

職
員
の
定
員
管
理
の
適
正
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

(

二)

定
住
促
進
の
推
進
に
つ
い
て

[

質
問]

定
住
促
進
諸
施
策
で
人
口
・
企

業
誘
致
・
雇
用
創
出
・
公
共
交
通
の
充
実
・

離
島
振
興
・
農
業
漁
業
振
興
・
観
光
振
興

等
の
具
体
的
な
成
果
は
目
に
見
え
て
表
れ

て
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
課
題
と
今
後

の
施
策
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

[

回
答]

一
戸
、
一
〇
〇
万
円
の
住
宅
新

築
助
成
金
事
業
を
は
じ

め
諸
施
策
を
図
っ
て
い

ま
す
。
景
気
低
迷
に
よ

る
企
業
停
滞
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
平
成
二
一

年
度
の
社
会
動
態(

転

入
・
転
出)

の
減
少
に
つ
い
て
は
一
三
〇
人

で
、
こ
こ
一
〇
年
間
で
最
も
少
な
い
減
少

で
し
た
。(

至
近
の
実
績
は
約
三
〇
〇
人
減)

課
題
や
取
組
み
で
す
が
、
企
業
家
へ
の

支
援
、
固
定
資
産
税
の
一
部
助
成
等
も
積

極
に
行
っ
て
い
ま
き
す
。
ま
た
、
公
共
交

通
の
確
保
の
為
、
航
路
の
統
合
や
デ
マ
ン

ド
交
通
等
、
利
便
性
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

(

三)

土
地
利
用
活
性
化
の
推
進
に
つ
い
て

[

質
問]

干
拓
、
通
称
「
黄
金
の
大
地
」

を
有
し
て
約
二
〇
年
が
経
過
し
、
こ
れ
ま

で
の
間
、
相
応
の
有
効
活
用
策
が
図
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
「
黄
金
の
大
地
」

と
言
い
切
れ
な
い
状
況
下
で
す
。
ま
た
、

悪
臭
で
近
隣
住
民
は
大
き
な
迷
惑
を
被
っ

て
い
ま
す
。

今
後
の
干
拓
有
効
活
用
策
と
干
拓
事
業

の
投
資
に
対
し
て
の
効
果
、
ま
た
、
悪
臭

対
策
の
具
体
的
施
策
。
そ
し
て
、
「
道
の

駅
」
が
来
年
夏
に
は
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定

で
す
が
、
ど
こ
に
集
客
先
を
持
た
れ
て
い

る
の
か
も
含
め
て
、
課
題
を
尋
ね
ま
し
た
。

[

回
答]

線
引
き
廃
止
効
果
に
よ
り
、
金

浦
地
区
・
西
大
島
地
区
・
東
大
戸
地
区
に

団
地
造
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

《
本
件
に
つ
い
て
は
、
課
題
が
山
積
し
て

い
る
の
で
明
解
な
解
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
干
拓
地
の
購
入
者
か
ら
返
済
が

滞
っ
て
い
る
者
に
は
転
売
を
要
請
し
て
い

ま
す
。
干
拓
の
有
効

活
用
で
す
が
、
除
々

で
す
が
栄
農
者
が
増

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

悪
臭
対
策
は
排
水
路

の
浚
渫
や
臭
い
取
り

の
薬
及
び
酪
農
家
へ

の
指
導
と
堆
肥
舎
の

増
築
に
努
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、

干
拓
の
投
資
効
果
は

十
分
表
れ
て
な
い
状
況
と
思
わ
れ
ま
す
。

引
続
き
意
見
を
比
べ
て
し
て
い
き
ま
す
。
》

(

四)

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て

[

質
問]

特
に
弱
い
立
場
に

あ
る
市
民
の
福
祉
充
実
を
目

指
し
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
成
果
と
今
後

の
課
題
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
病
院
の
老
朽
更
新
等
の
考

え
方
と
市
民
の
更
な
る
健
康
増
進
目
的
で
、

年
間
を
通
し
て
利
用
で
き
る
「
温
水
プ
ー

ル
施
設
」
を
積
極
的
に
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
尋
ね
ま
し
た
。

[

回
答]

通
所
介
護
施
設
開
設
の
補
助
金

や
島
し
ょ
部
へ
の
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
拡
大
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
温
水
プ
ー

ル
よ
り
先
に
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替

え
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を

優
先
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
に
つ
い
て
は
、
時
代
の
変
化

に
対
応
し
た
自
治
体
病
院
の
存
在
意
義
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず

は
改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
収
益
改
善
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

(

五)

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
つ
い
て

[

質
問]

住
み
よ
い
地
域

を
構
築
す
る
た
め
に
、
地

縁
組
織
の
確
立
に
向
け
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
尋

ね
ま
し
た
。

[

回
答]
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
犯
罪
抑
制
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
防
災
活
動
に
対
し

て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
縁
組
織
の
確
立
を
目
指
し
、

地
域
担
当
職
員
を
今
年
一
〇
月
か
ら
配
置

し
、
平
成
二
四
度
か
ら
全
地
区
で
地
域
の

課
題
改
善
に
取
り
組
む
組
織
作
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

(

六)

教
育
と
人
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て

[

質
問]

学
校
の
耐
震
化
や
学
力
テ
ス
ト

の
改
善
計
画
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
尋
ね
ま
し

た
。

[

回
答]

耐
震
化
は
段
階
的

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た

学
力
に
つ
い
て
は
読
書
も
大

切
な
こ
と
か
ら
書
整
備
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

《
学
力
の
明
解
な
回
答
は
得
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
》

○
最
後
に

市
長
公
約
五
九
件
中
、
実
現
七
件
、
予

定
通
り
進
行
中
四
七
件
、
遅
れ
て
い
る
も

の
五
件
と
の
答
弁
で
し
た
。

2
、
教
育
に
つ
い
て

[

質
問]

授
業
内
容
に
笠
岡
市
独
自
の
柔

軟
な
発
想
力
を
生
む
よ
う
な
教
育
内
容
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
尋
ね
し

ま
し
た
。

[

回
答]

文
部
科
学
省
が
示
し
て
い
る
学

習
指
導
要
領
の
基
準
に
従
っ
た
上
で
、
開

か
れ
た
学
校
、
特
色
の
あ
る
学
校
づ
く
り

を
推
進
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
地
域
や
学
校
及

び
児
童
生
徒
の
実
態
に
即
し
て
、
特
色
あ

る
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

[

質
問]

少
子
化
の
中
、
幼
稚
園
を
含
め
、

学
校
の
統
廃
合
が
必
要
な
地
域
も
あ
る
が
、

考
え
る
時
で
は
な
い
の
か
尋
ね
ま
し
た
。

[

回
答]

指
摘
の
よ
う
に
統
廃
合
し
た
方

が
望
ま
し
い
学
校
が
生
じ
て
い
ま
す
。
適

当
な
人
数
の
中
で
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
育

て
て
い
く
事
が
生
き
る
力
を
育
む
上
で
望

ま
し
い
。
教
育
環
境
を
整
え
て
行
く
上
で

も
、
適
当
な
規
模
で
有
る
事
が
望
ま
れ
ま

創刊号 維 新 だ よ り 2010年（平成22年）11月1日発行

代表質問を行う山本会長



609

160

0

100

200

300

400

500

600

700

-500

0

500

1,000

1,500

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21百万円

笠岡市水道事業損益計算書D-2 

総収益 総費用 純利益 欠損金

す
。

[

質
問]

魅
力
あ
る
教

育
シ
ス
テ
ム
が
、
笠
岡

市
の
定
住
促
進
に
寄
与

す
る
の
で
は
な
い
か
尋

ね
ま
し
た
。

[

回
答]

国
際
化
が
進

む
中
「
英
語
だ
い
す
き
！

か
さ
お
っ
か
子
育
成
事
業
」
や
、
「
幼
稚

園
3
年
保
育
の
実
施
」
等
を
す
す
め
て
い

ま
す
。

[

質
問]

平
成
二
四
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
地
区
協
議
会
等
に
お
い
て
、
定
年
を
迎

え
た
教
員
や
、
色
々
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
の
方
々
に
「
地
域
塾
制
度
」
を
行
政
か

ら
提
案
で
き
な
い
か
尋
ね
ま
し
た
。

[

回
答]

そ
の
よ
う
な
要
望
が
有
れ
ば
、

各
地
区
で
議
論
を
踏
ま
え
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

３
、
水
道
料
金
の
値
下
げ
に
つ
い
て

[

質
問]

水
道
料
金
の
値
下
げ
は
、
私
た

ち
議
員
も
含
め
、
市
民
誰
し
も
願
う
も
の

で
あ
り
、
市
民
負
担
の
軽
減
、
定
住
促
進

対
策
、
企
業
誘
致
な
ど
の
有
効
な
対
策
と

な
り
え
る
と
考
え
ま
す
。
我
が
笠
岡
市
議

会
「
維
新
の
会
」
は
、
ぜ
ひ
と
も
水
道
料

金
の
値
下
げ
を
早
急
に
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。西

南
水
道
企
業
団
か
ら
供
給
さ
れ
る
原

水
費
（
西
南
企
業
団
が
各
市
町
村
に
売
る

水
の
値
段
）
の
値
下
げ
が
出
来
な
い
理
由

に
繰
越
欠
損
金
（
多
年
度
に
渡
り
繰
越
さ

れ
た
損
益
）
の
解
消
が
あ
る
と
の
お
答
え

で
あ
り
ま
し
た
。
繰
越
欠
損
金
は
最
大
約

十
億
以
上
あ
っ
た
訳
で
す
が
、
平
成
二
十

年
度
に
解
消
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
又

笠
岡
市
水
道
事
業
会
計
の
繰
越
欠
損
金

も
三
・
四
年
後
に
は
解
消
さ
れ
る
込
み
で

す
。そ

こ
で
原
水
費
の
値
下
げ
を
行
う
事
に

よ
り
、
各
市
町
村
の
負
担
も
少
な
く
な
り

ま
す
。
笠
岡
市
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て

も
貯
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
、
浅
口
市

金
光
地
区
の
給
水
に
関
わ
ら
ず
、
黒
字
を

維
持
し
繰
越
欠
損
金
の
解
消
を
行
い
な
が

ら
経
営
を
続
け
ら
れ
る
状
況
の
中
で
、
笠

岡
市
の
水
道
料
金
の

値
下
げ
を
行
う
事
が

可
能
と
考
え
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
つ
い
て

市
長
の
見
解
を
尋
ね

し
ま
し
た
。

[

回
答]

笠
岡
市
の
水
道
料
金
は
、
平
成

十
年
十
月
に
料
金
の
引
き
上
げ
を
行
っ
て

お
り
、
引
上
げ
に
よ
り
ま
し
て
、
平
成
十

一
年
度
以
降
黒
字
経
営
を
続
け
て
お
り
、

平
成
十
年
度
末
に
約
六
億
一
千
万
円
あ
り

ま
し
た
累
積
欠
損
金
も
平
成
二
十
一
年
度

末
に
は
、
一
億
五
千
九
百
九
十
万
円
余
と

な
り
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
笠
岡
市
の
水
道
事
業
会

計
の
経
営
状
況
は
、
平
成
十
年
の
料
金
見

直
し
後
、
改
善
の
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

耐
用
年
数
を
経
過
す
る
老
朽
施
設
が
増
加

し
て
い
く
中
で
、
修
繕
費
、
施
設
の
更
新
、

耐
震
対
策
な
ど
膨
大
な
費
用
を
必
要
と
す

る
た
め
、
さ
ら
に
厳
し
い
経
営
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
又
西
南
水
道
企
業
団
は
、
平
成

二
十
年
度
に
累
積
欠
損
金
を
解
消
し
黒
字

経
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
企
業
債
償
還
金

の
返
済
が
増
大
し
内
部
留
保
資
金
の
減
少

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
累
積
欠
損
金
の
解

消
が
図
ら
れ
て
い
な
い
現
時
点
で
の
水
道

料
金
の
値
下
げ
は
困
難
な
状
況
で
す
が
、

一
層
の
経
費
節
減
等
企
業
努
力
を
重
ね
、

適
正
な
水
道
料
金
に
な
る
よ
う
今
後
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

《

笠
岡
市
側
説
明
概
要

》

西
南
水
道
企
業
団
の
値
下
げ
出

来
な
い
理
由

①
繰
越
（
累
積
）
欠
損
金
の

（
多
年
度
に
渡
り
繰
越
さ
れ
た

損
益
）
の
解
消
。

②
内
部
留
保
資
金
（
企
業
団
で

自
由
に
使
え
る
お
金
）
の
減
少

が
見
込
ま
れ
る
。

笠
岡
市
水
道
事
業
会
計
の
値
下

げ
出
来
な
い
理
由

①
繰
越
（
累
積
）
欠
損
金
の
解

消
。

②
修
繕
費
、
施
設
の
更
新
、
耐

震
対
策
な
ど
膨
大
な
費
用
が
今

後
必
要
。

《

笠
岡
市
議
会
「
維
新
の
会
」
の
主
張

》

西
南
水
道
企
業
団
で
値
下
げ
出
来
る
考
え

方

①
繰
越
欠
損
金
は
解
消
さ
れ
た
。

②
値
上
げ
ま
で
毎
年
一
億
円
以
上
の
赤
字

で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
一
年
度
は
一
億

五
千
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。
西
南
企
業
団

が
十
年
前
に
値
上
げ
を
行
っ
た
（
値
上
げ

に
よ
る
売
り
上
げ
増
は
約
一
億
円
）
。
十

円
値
下
げ
し
一
立
方
メ
ー
ト
ル
九
十
円
に

し
て
も
黒
字
経
営
を
維
持
で
き
る
た
め
内

部
留
保
資
金
は
確
保
さ
れ
る
。

笠
岡
市
水
道
事
業
会
計
で
値
下
げ
が
出
来

る
考
え
方

①
平
成
十
年
十
月
に2

5
.
3
4
%

の
値
上
げ
後
、

毎
年
黒
字
経
営
を
継
続
し
て
い
る
。
現
在

繰
越
欠
損
金
は
一
億
六
千
万
円
に
減
少
。

三
〜
四
年
で
解
消
の
見
込
み
。
内
部
留
保

資
金
約
十
二
億
円
。

②
施
設
の
更
新
、
耐
震
対
策
な
ど
に
つ
い

て
は
、
全
て
を
水
道
企
業
会
計
で
賄
う
必

要
は
無
い
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
も
含

め
て
賄
う
の
が
妥
当
と
考
え
る
。
ゆ
え
に

値
下
げ
は
可
能
。

以
上
の
こ
と
か
ら
水
道
料
金
に
つ
い
て

は
値
下
げ
可
能
で
す
。
引
き
続
き
水
道
料

に
つ
い
て
値
下
げ
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

維
新
と
は
改
革
で
は
な
く
「
変
革
」
全

て
を
変
え
る
と
い
う
大
き
な
意
味
が
あ
り

ま
す
。
明
治
維
新
の
志
士
達
は
時
代
を
変

え
る
為
に
命
を
懸
け
ま
し
た
。

維
新
の
会
と
は
大
そ
れ
た
命
名
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
歩
で
も
理
想
に

近
付
く
為
、
「
自
ら
を
捨
て
市
民
の
幸
せ

を
考
え
る
」
そ
ん
な
市
民
の
為
の
議
会
を

目
差
し
笠
岡
市
議
会
『
維
新
の
会
』
は
邁

進
し
て
い
き
ま
す
。

笠
岡
市
議
会
『
維
新
の
会
』
議
員
一
同
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水道料の値下げは可能なのか検証！

維
新
だ
よ
り
創
刊
に
あ
た
っ
て



世帯区分 ㍑ 枚数
1人当 た りの年
間配布 容量

㍑ 枚数
1人当 たり の年
間配布容量

㍑ 枚数
1人当 たりの年
間配布容量

1～ 2人 世帯 20 1 0 0枚 1, 50 0 3 0 7 0 1 ,5 7 5 3 0 8 0 1 ,8 0 0

3～ 4人 世帯 20 1 1 0枚 64 1 3 0 8 0 7 0 0 3 0 9 0 7 8 8

5～ 6人 世帯 30 1 0 0枚 55 0 3 0 1 0 0 5 5 0 3 0 1 1 0 6 0 5

7人 以上世帯 30 1 3 0枚 52 3 3 0 1 3 0 5 2 3 3 0 1 3 0 5 2 3

パ ブリッ クコ メン ト案 変更 （審議会答申 ） 現 　行

変更（審議会答申） 現　行

不燃ごみ用（３０㍑） ５枚 １０枚

変 更 （ 審 議 会 答 申 ） 現 　 行

可 燃 ご み 用 ２ ０ ㍑ 　 　 ( １ ０ 枚 ） ５ ０ ０ 円 ―

３ ０ ㍑ 　 　 （ １ ０ 枚 ） ７ ０ ０ 円 ７ ０ ０ 円

４ ５ ㍑ 　 　 （ １ ０ 枚 ） １ ０ ０ ０ 円 １ ０ ０ ０ 円

不 燃 ご み 用 ３ ０ ㍑ 　 　 （ １ ０ 枚 ） ７ ０ ０ 円 ７ ０ ０ 円

販 売 価 格
種 類 容 量 （ 枚 数 ）

変 更 現 行

缶 　 類 ス プ レ ー 缶 ・ ガ ス ボ ン ベ 缶 資 源 ご み 不 燃 ご み

金 属 類 鍋 ・ や か ん ・ フ ラ イ パ ン 等 資 源 ご み 不 燃 ご み

分 別 収 集 品 目

笠岡市廃棄物減量推進審議会答申

・可燃ごみ用指定袋の配布枚数変更について

審議会答申ですと、7人世帯以上を除いて３０㍑の配布枚数が減ります。

袋を小さくして、毎週２回のゴミ出しができるパブリックコメント案を笠岡市議会

『維新の会』では提案しております。皆さんのご意見を戴ければ幸いに存じます。

・不燃ごみ用指定ごみ袋の無料配布枚数の変更について

・指定ごみ袋追加購入分の販売価格について・・・２０㍑袋を新規追加・・・

紙オムツ用無料配布（乳幼児及び成人用等）は、現行制度を継続します。

現 行 １人 ４０枚／年間 ２人以上 ６０枚／年間 （３０㍑）

資源ごみの分別収集拡大について

スプレー缶、ガスボンベ缶及び金属類（鍋・やかん・フライパン等）を分別収集品目に追加

創刊号 維 新 だ よ り 2010年（平成22年）11月1日発行

実施時期は平成２３年４月からで、１２月議会に条例変更案が提出されます。

平成２３年度から指定ごみ袋の配布枚数が変更！？


